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人　事　評　価　規　程
（目的）

第1条 　この規程は、法人名の人事評価に関する事項を定めたものである。

２　人事評価は、職員の一定期間の職務遂行結果および職務遂行過程を評価し、これに基づいて職員の育成と公正な処遇を実現することにより、人事管理の公正な運営を促進して、職員のキャリアパスの明確化および経営効率の向上を図ることを目的とする。

（人事評価の定義）

第2条 　人事評価は、人事の公正な運営を行うための基礎資料の1つとするために、職員の職務について勤務成績を評価し、これを記録することを言う。

（適用範囲）

第3条 　人事評価は、評価実施日に在職する正規職員に対して行う。ただし、施設長以上の役職者については、この規程による人事評価は行わない。

（適用範囲の例外）

第4条 　次の各号に該当する者については、原則として評価の対象としない。

(1) 評価期間の半分に在籍していない者
（評価の原則）

第5条 　評価に当たって、評価者は次の各号に示す原則を守らなければならない。

(1) 　評価は決められた評価項目についてのみ行い、項目以外の事実では行わない。

(2) 　評価は一定の評価期間についてのみ行い、前回の結果や賞罰に左右されない。

(3) 　評価は、評価者自身の確認した事実、または信頼できる確実な報告に基づいて行う。

（人事評価の活用）

第6条 　人事評価の結果は、次の目的に活用する。

(1) 能力開発・教育訓練

(2) 昇格・降格

(3) 役職任用・解任

(4) 昇給・賞与の決定

(5) 異動・配置

（人事評価の実施時期および評価期間）

第７条　人事評価の実施時期および評価期間は、次の通りとする。
	実施時期
	評価名称
	評　価　期　間

	●月
	上期評価
	●月●日～　●月●日

	●月
	下期評価
	●月●日～　●月●日


　　
（人事評価の実施要領）

第８条　人事評価の実施要領は、別に定める「人事評価の手引き」による。

（評価期間中の異動者の取り扱い）

第９条　評価期間中に評価者の異動があった場合は、原則として前任評価者の意見を参考に新任評価者が評価を行う。

２  評価期間中に被評価者の異動があった場合は、原則として旧所属部署の評価者の意見を参考に新所属部署の評価者が評価を行う。

（最終評価の決定）

第１０条　上期、下期評価および総合評価における最終評価の決定は２次評価者が行い、施設長が承認する。
（人事評価資料の保存）

第１１条　人事評価に関する資料は、施設長が保管する。

２　資料および評価結果の記録の保存期間は、原則として●年間とする。

（評価結果への異議申立て）

第１２条　評価結果についての異議申し立ては通知後●日以内に、施設長経由で理事長まで申し出ることができる。

附則

この規程は、●年●月●日より施行する。

